
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

五
五

告

示

○
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
第
二
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
知
事
が
定
め
る
率
を

定
め
る
件

五
六

○
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償

及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限
度
額
を
変
更
す
る
件

五
六

○
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償

及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程

五
七

○
土
壌
汚
染
対
策
法
に
よ
り
要
措
置
区
域
を
指
定
す
る
件

五
八

○
港
湾
施
設
及
び
港
湾
区
域
の
制
限
区
域
を
変
更
す
る
件

五
八

公

告

○
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
件
十
三
件

五
九

福
島
県
教
育
委
員
会

○
福
島
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

六
四

福
島
県
人
事
委
員
会

○
初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

六
六

○
市
町
村
立
学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

六
九

○
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

七
〇

○
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
細
則

七
〇

規

則

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
規
則
第
六
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四

十
三
年
福
島
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
補
償
等
の
特
例
）

第
二
十
八
条

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
条
例
の
規

定
に
よ
る
補
償
及
び
福
祉
事
業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
補
償
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
平
成

三
十
一
年
四
月
一
日
前
に
算
定
さ
れ
た
補
償
基
礎
額
を
基
礎
と
し
て
支
払
わ
れ
た
補
償
等
の
額
（
条

例
の
規
定
に
よ
る
年
金
た
る
補
償
並
び
に
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
年
金
た
る
傷
病
特
別
給
付
金
、

障
害
特
別
給
付
金
及
び
遺
族
特
別
給
付
金
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
年
金
た
る
補
償
等
」
と
い

う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
条
例
第
十
六
条
に
お
い
て
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
法
第
四
十
条
第
三
項
に

規
定
す
る
支
払
期
月
（
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に

よ
り
支
払
う
も
の
と
さ
れ
る
月
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
払
期
月
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ

支
払
わ
れ
た
額
の
合
計
額
）
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た

額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲

げ
る
額
に
加
え
た
額
と
す
る
。

一

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
算
定
さ
れ
た
補
償
基
礎
額
を
基
礎
と
し
て
支
払
わ
れ
る
額
（
年

金
た
る
補
償
等
に
あ
つ
て
は
、
支
払
期
月
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ
る
額
の
合
計
額
）

二

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
前
に
算
定
さ
れ
た
補
償
基
礎
額
を
基
礎
と
し
て
支
払
わ
れ
た
額
（
年

金
た
る
補
償
等
に
あ
つ
て
は
、
支
払
期
月
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ
た
額
の
合
計
額
）

三

次
の
ア
又
は
イ
に
掲
げ
る
補
償
等
に
関
す
る
区
分
に
従
い
、
当
該
ア
又
は
イ
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額

ア

年
金
た
る
補
償
等

第
一
号
の
支
払
期
月
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ
る
額
か
ら
前
号
の
支
払
期

月
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零

と
す
る
。
）
に
、
当
該
年
金
た
る
補
償
等
の
支
給
の
対
象
と
さ
れ
た
月
を
基
準
と
し
て
知
事
が

定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

イ

年
金
た
る
補
償
等
以
外
の
補
償
等

第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
前
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し

て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
に
、
同
号
に
掲
げ
る
額
が
支

給
さ
れ
た
日
を
基
準
と
し
て
知
事
が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
は
、
実

施
機
関
が
定
め
る
。

別
表
第
一
第
七
号
ソ
中
「
セ
」
を
「
ソ
」
に
改
め
、
同
号
中
ソ
を
タ
と
し
、
サ
か
ら
セ
ま
で
を
シ
か
───────────────────────────────────────────────────────────
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ら
ソ
ま
で
と
し
、
コ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

サ

オ
ル
ト

ト
ル
イ
ジ
ン
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
従
事
し
た
た
め
生
じ
た
ぼ
う
こ
う
が
ん

｜

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
第
二
十
八
条
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
）

告

示

福
島
県
告
示
第
八
十
三
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四

十
三
年
福
島
県
規
則
第
十
四
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
の
知
事
が
定

め
る
率
を
次
の
と
お
り
定
め
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
二
十
八

条
第
一
項
第
三
号
の
知
事
が
定
め
る
率
は
、
同
号
ア
に
あ
っ
て
は
支
給
の
対
象
と
さ
れ
た
月
の
初
日
、

同
号
イ
に
あ
っ
て
は
支
給
さ
れ
た
日
を
そ
れ
ぞ
れ
算
定
対
象
日
と
し
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
算
定

対
象
日
の
属
す
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
と
す
る
。

算
定
対
象
日
が
属
す
る
期
間
の
区
分

率

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
一
一

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
九

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
八

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
六

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
五

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
四

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
三

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
二

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
一

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
一

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
一

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
一

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
一

（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
）

福
島
県
告
示
第
八
十
四
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
福

島
県
条
例
第
四
十
五
号
）
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
年
金
た
る
補
償
及
び
第
五
条
の
三
第
一
項

に
規
定
す
る
休
業
補
償
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
知
事
が
最
低
限
度
額
と
し
て
定
め
る
額
を
次
の
よ
う
に

変
更
し
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
程
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に

三
、
九
三
〇
円

三
、
九
四
〇
円

係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限

度
額
を
定
め
る
規
程
（
平
成
二
年
福
島
県
告
示
第
千
三
百

九
十
五
号
。
以
下
「
限
度
額
規
程
」
と
い
う
。
）

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に

三
、
九
二
〇
円

三
、
九
三
〇
円

係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限

度
額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
平
成
三

十
一
年
福
島
県
告
示
第
二
百
六
十
六
号
）
附
則
第
二
項
に

よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
年
金
た
る
補

償
及
び
休
業
補
償
に
係
る
同
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
限
度

額
規
程

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に

三
、
九
三
〇
円

三
、
九
五
〇
円

係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限

度
額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
平
成
三

十
年
福
島
県
告
示
第
三
百
十
号
。
次
項
に
お
い
て
「
平
成

───────────────────────────────────────────────────────────
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三
十
年
改
正
規
程
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
項
に
よ
り
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
年
金
た
る
補
償
及
び

休
業
補
償
に
係
る
同
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
限
度
額
規
程

（
次
項
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

平
成
三
十
年
改
正
規
程
附
則
第
二
項
に
よ
り
な
お
従
前
の

三
、
九
三
〇
円

三
、
九
四
〇
円

例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償

に
係
る
平
成
三
十
年
改
正
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
限
度
額

規
程
（
平
成
二
十
六
年
十
月
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
ま

で
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に

三
、
九
五
〇
円

三
、
九
七
〇
円

係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限

度
額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
平
成
二

十
六
年
福
島
県
告
示
第
五
百
六
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
前

の
限
度
額
規
程

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に

三
、
九
四
〇
円

三
、
九
六
〇
円

係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限

度
額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
平
成
二

十
四
年
福
島
県
告
示
第
二
百
九
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
前

の
限
度
額
規
程

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に

四
、
〇
三
〇
円

四
、
〇
五
〇
円

係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限

度
額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
平
成
二

十
三
年
福
島
県
告
示
第
三
百
五
十
七
号
）
に
よ
る
改
正
前

の
限
度
額
規
程

（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
）

福
島
県
告
示
第
八
十
五
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補

償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
二
月
十
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休

業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補

償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程
（
平
成
二
年
福
島
県
告
示
第
千
三
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
二
十
歳
未
満
の
項
中
「
四
、
七
四
八
円
」
を
「
四
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
二
八
四

円
」
を
「
一
三
、
二
八
五
円
」
に
改
め
、
同
表
二
十
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
五
、
三
七
七
円
」

を
「
五
、
四
八
四
円
」
に
、
「
一
三
、
二
八
四
円
」
を
「
一
三
、
二
八
五
円
」
に
改
め
、
同
表
二
十
五

歳
以
上
三
十
歳
未
満
の
項
中
「
五
、
九
六
七
円
」
を
「
六
、
〇
一
〇
円
」
に
、
「
一
四
、
二
五
五
円
」

を
「
一
四
、
二
四
九
円
」
に
改
め
、
同
表
三
十
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
六
、
三
〇
四
円
」
を

「
六
、
三
八
九
円
」
に
、
「
一
七
、
三
五
三
円
」
を
「
一
七
、
二
八
五
円
」
に
改
め
、
同
表
三
十
五
歳

以
上
四
十
歳
未
満
の
項
中
「
六
、
六
七
三
円
」
を
「
六
、
七
六
〇
円
」
に
、
「
一
九
、
二
八
六
円
」
を

「
一
九
、
〇
五
二
円
」
に
改
め
、
同
表
四
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
六
、
九
二
六
円
」
を

「
七
、
〇
四
二
円
」
に
、
「
二
一
、
三
九
三
円
」
を
「
二
一
、
三
九
九
円
」
に
改
め
、
同
表
四
十
五
歳

以
上
五
十
歳
未
満
の
項
中
「
七
、
〇
二
〇
円
」
を
「
七
、
〇
八
六
円
」
に
、
「
二
三
、
九
〇
五
円
」
を

「
二
三
、
三
〇
四
円
」
に
改
め
、
同
表
五
十
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
六
、
八
一
二
円
」
を

「
六
、
九
一
三
円
」
に
、
「
二
五
、
二
五
七
円
」
を
「
二
五
、
二
三
二
円
」
に
改
め
、
同
表
五
十
五
歳

以
上
六
十
歳
未
満
の
項
中
「
六
、
三
一
三
円
」
を
「
六
、
四
二
四
円
」
に
、
「
二
四
、
八
五
九
円
」
を

「
二
四
、
七
九
七
円
」
に
改
め
、
同
表
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
五
、
一
四
二
円
」
を

「
五
、
二
二
一
円
」
に
、
「
一
九
、
七
二
六
円
」
を
「
一
九
、
七
六
九
円
」
に
改
め
、
同
表
六
十
五
歳

以
上
七
十
歳
未
満
の
項
中
「
三
、
九
四
〇
円
」
を
「
三
、
九
六
〇
円
」
に
、
「
一
五
、
二
九
一
円
」
を

「
一
四
、
九
九
七
円
」
に
改
め
、
同
表
七
十
歳
以
上
の
項
中
「
三
、
九
四
〇
円
」
を
「
三
、
九
六
〇
円
」

に
、
「
一
三
、
二
八
四
円
」
を
「
一
三
、
二
八
五
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
二
年
二
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
（
本
則
の
表
二
十
五
歳
以
上
三
十
歳
未
満
の
項
中
「
一
四
、
二
五
五
円
」
を
「
一
四
、

二
四
九
円
」
に
改
め
る
部
分
、
同
表
三
十
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
一
七
、
三
五
三
円
」
を

「
一
七
、
二
八
五
円
」
に
改
め
る
部
分
、
同
表
三
十
五
歳
以
上
四
十
歳
未
満
の
項
中
「
一
九
、
二
八

六
円
」
を
「
一
九
、
〇
五
二
円
」
に
改
め
る
部
分
、
同
表
四
十
五
歳
以
上
五
十
歳
未
満
の
項
中
「
二

三
、
九
〇
五
円
」
を
「
二
三
、
三
〇
四
円
」
に
改
め
る
部
分
、
同
表
五
十
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満
の

項
中
「
二
五
、
二
五
七
円
」
を
「
二
五
、
二
三
二
円
」
に
改
め
る
部
分
、
同
表
五
十
五
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
項
中
「
二
四
、
八
五
九
円
」
を
「
二
四
、
七
九
七
円
」
に
改
め
る
部
分
及
び
同
表
六
十
五

歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
項
中
「
一
五
、
二
九
一
円
」
を
「
一
四
、
九
九
七
円
」
に
改
め
る
部
分
を
除

く
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る

補
償
及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程
（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
規
程
」

と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以
後
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
同
日

以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間

に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め

る
規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
補
償
は
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
に
よ
る
補
償
の
内
払
と
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み
な
す
。

４

こ
の
規
程
（
本
則
の
表
二
十
五
歳
以
上
三
十
歳
未
満
の
項
中
「
一
四
、
二
五
五
円
」
を
「
一
四
、

二
四
九
円
」
に
改
め
る
部
分
、
同
表
三
十
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
一
七
、
三
五
三
円
」
を

「
一
七
、
二
八
五
円
」
に
改
め
る
部
分
、
同
表
三
十
五
歳
以
上
四
十
歳
未
満
の
項
中
「
一
九
、
二
八

六
円
」
を
「
一
九
、
〇
五
二
円
」
に
改
め
る
部
分
、
同
表
四
十
五
歳
以
上
五
十
歳
未
満
の
項
中
「
二

三
、
九
〇
五
円
」
を
「
二
三
、
三
〇
四
円
」
に
改
め
る
部
分
、
同
表
五
十
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満
の

項
中
「
二
五
、
二
五
七
円
」
を
「
二
五
、
二
三
二
円
」
に
改
め
る
部
分
、
同
表
五
十
五
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
項
中
「
二
四
、
八
五
九
円
」
を
「
二
四
、
七
九
七
円
」
に
改
め
る
部
分
及
び
同
表
六
十
五

歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
項
中
「
一
五
、
二
九
一
円
」
を
「
一
四
、
九
九
七
円
」
に
改
め
る
部
分
に
限

る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る

補
償
及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程
の
規
定
は
、
令
和
二
年
二
月
十
二
日

以
後
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
同
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
の
補

償
基
礎
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
同
日
前
に
支
給
す
べ
き

事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
）

福
島
県
告
示
第
八
十
六
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害

物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
当
該

汚
染
の
除
去
、
当
該
汚
染
の
拡
散
の
防
止
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域
を
次
の
と
お

り
指
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
す
る
区
域

西
白
河
郡
西
郷
村
大
字
小
田
倉
字
大
平
百
五
十
番
四
、
百
五
十
番
五
、
百
五
十
番
二
十
三
及
び
百

五
十
番
三
十
四
の
各
一
部
で
次
の
図
に
示
す
区
域

二

指
定
す
る
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
（
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則

（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又

は
土
壌
含
有
量
基
準
（
同
条
第
二
項
の
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有

害
物
質
（
土
壌
汚
染
対
策
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
有
害
物
質
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
種
類

１

土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
並
び
に
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物

２

土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

な
し

三

指
定
す
る
区
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き
指
示
措
置

地
下
水
の
水
質
の
測
定

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
総
室
水
・
大
気
環
境
課

及
び
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部
環
境
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
水
・
大
気
環
境
課
）

福
島
県
告
示
第
八
十
七
号

福
島
県
港
湾
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
福
島
県
条
例
第
七
十
二
号
）
第
二
条
の
四
第
一
項
第
三
号

の
規
定
に
よ
り
、
制
限
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

港
湾
名

小
名
浜
港

二

変
更
す
る
区
域

大
剣
埠
頭
及
び
東
港
の
各
一
部
の
区
域
及
び
区
域
内
に
所
在
す
る
岸
壁
の
前
面
水
域
の
一
部
の
区

ふ

域
並
び
に
大
剣
埠
頭
に
所
在
す
る
桟
橋
の
前
面
水
域
の
一
部
の
区
域
（
次
の
図
の
と
お
り
）

ふ

（
「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
土
木
部
河
川
港
湾
総
室
港
湾
課
及
び
福
島
県
小
名

浜
港
湾
建
設
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
港

湾

課
）

公

告



令和２年２月12日 水曜日 福 島 県 報 第79号59

公 告 第 １ ７ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 及 び 処 分 業 務

（ あ だ た ら 清 流 セ ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の
で 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令
第 372号 。 以 下 「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則
第 17号 ） 第 274条 の 11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 12日
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長 半 澤 雅 則

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量
脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 及 び 処 分 業 務 （ あ だ た ら 清 流 セ ン タ ー ） 4 , 2 0 0ｔ

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 元 年 11月 22日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
サ ン ト ー マ ス 株 式 会 社 福 島 県 二 本 松 市 下 川 崎 字 三 界 山 33番 地

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
17 , 4 9 0円 （ １ ｔ 当 た り ）

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 該 当

（ 総 務 課 ）

公 告 第 １ ８ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 及 び 処 分 業 務

（ 大 滝 根 水 環 境 セ ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の
で 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令
第 372号 。 以 下 「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則
第 17号 ） 第 274条 の 11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 12日
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長 半 澤 雅 則

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量
脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 及 び 処 分 業 務 （ 大 滝 根 水 環 境 セ ン タ ー ） 2 , 2 2 0ｔ

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 元 年 11月 22日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
サ ン ト ー マ ス 株 式 会 社 福 島 県 二 本 松 市 下 川 崎 字 三 界 山 33番 地

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
19 , 3 6 0円 （ １ ｔ 当 た り ）

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 該 当

（ 総 務 課 ）

公 告 第 １ ９ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 白 河 都 市 環

境 セ ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共
団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下
「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274
条 の 11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 12日
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長 半 澤 雅 則

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量
脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 白 河 都 市 環 境 セ ン タ ー ） 3 , 6 5 0ｔ

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地

福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地
３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日

令 和 元 年 11月 22日
４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所

日 本 環 境 株 式 会 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 二 丁 目 １ 番 16号
５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額

13 , 7 5 0円 （ １ ｔ 当 た り ）
６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続

随 意 契 約
７ 随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由

特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 該 当
（ 総 務 課 ）

公 告 第 ２ ０ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ

ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体
の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下 「 特
例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274条 の
11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 12日
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長 半 澤 雅 則

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量
脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ） 3 , 7 0 0ｔ

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 元 年 11月 26日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
株 式 会 社 あ い づ ダ ス ト セ ン タ ー 福 島 県 会 津 若 松 市 神 指 町 大 字 南 四 合 字 才 ノ 神 461番

地
５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額

19 , 2 5 0円 （ １ ｔ 当 た り ）
６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続

随 意 契 約
７ 随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由

特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 該 当
（ 総 務 課 ）

公 告 第 ２ １ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ

ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体
の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下 「 特
例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274条 の
11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 12日
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長 半 澤 雅 則

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量
脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ） 7 , 2 0 0ｔ

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 元 年 11月 26日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
日 本 環 境 株 式 会 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 二 丁 目 １ 番 16号

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
16 , 5 0 0円 （ １ ｔ 当 た り ）

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
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随 意 契 約

７ 随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 該 当

（ 総 務 課 ）

公 告 第 ２ ２ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 業 務 （ 県 中 浄

化 セ ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共
団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下
「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274
条 の 11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 12日
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長 半 澤 雅 則

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量
脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ） 6 , 0 0 0ｔ

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 元 年 11月 26日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
開 発 運 輸 株 式 会 社 岩 手 県 大 船 渡 市 日 頃 市 町 字 中 板 用 45番 地 ８

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
11 , 4 4 0円 （ １ ｔ 当 た り ）

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 該 当

（ 総 務 課 ）

公 告 第 ２ ３ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 業 務 （ 県 中 浄

化 セ ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共
団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下
「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274
条 の 11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 12日
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長 半 澤 雅 則

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量
脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ） 3 , 0 0 0ｔ

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 元 年 11月 26日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
太 平 洋 陸 送 株 式 会 社 埼 玉 県 熊 谷 市 三 ヶ 尻 5378番 地

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
11 , 4 4 0円 （ １ ｔ 当 た り ）

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 該 当

（ 総 務 課 ）

公 告 第 ２ ４ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ

ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体
の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下 「 特
例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274条 の
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 12日
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長 半 澤 雅 則

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量
脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ） 9 , 0 0 0ｔ

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 元 年 11月 26日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
太 平 洋 セ メ ン ト 株 式 会 社 東 京 都 港 区 台 場 二 丁 目 ３ 番 ５ 号

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
14 , 3 0 0円 （ １ ｔ 当 た り ）

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 該 当

（ 総 務 課 ）

公 告 第 ２ ５ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ

ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体
の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下 「 特
例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274条 の
11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 12日
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長 半 澤 雅 則

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量
脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ） 2 , 7 0 0ｔ

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 元 年 12月 ６ 日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
栃 木 ハ イ ト ラ ス ト 株 式 会 社 栃 木 県 真 岡 市 鬼 怒 ケ 丘 18番 地 ３

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
25 , 3 0 0円 （ １ ｔ 当 た り ）

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 該 当

（ 総 務 課 ）

公 告 第 ２ ６ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 業 務 （ 県 中 浄

化 セ ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共
団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下
「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274
条 の 11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 12日
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長 半 澤 雅 則

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量
脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ） 3 , 6 0 0ｔ

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 元 年 12月 ６ 日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
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───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
株 式 会 社 リ サ イ ク ル 事 業 団 埼 玉 県 吉 川 市 大 字 加 藤 629番 地 １

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
11 , 0 0 0円 （ １ ｔ 当 た り ）

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 該 当

（ 総 務 課 ）

公 告 第 ２ ７ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ

ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体
の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下 「 特
例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274条 の
11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 12日
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長 半 澤 雅 則

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量
脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ） 3 , 6 0 0ｔ

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 元 年 12月 ６ 日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
住 友 大 阪 セ メ ン ト 株 式 会 社 東 京 都 千 代 田 区 六 番 町 ６ 番 地 28

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
14 , 3 0 0円 （ １ ｔ 当 た り ）

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 該 当

（ 総 務 課 ）

公 告 第 ２ ８ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 業 務 （ 県 中 浄

化 セ ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共
団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下
「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274
条 の 11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 12日
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長 半 澤 雅 則

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量
脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ） 3 , 8 0 0ｔ

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 元 年 12月 19日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
株 式 会 社 リ サ イ ク ル 事 業 団 埼 玉 県 吉 川 市 大 字 加 藤 629番 地 １

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
13 , 2 0 0円 （ １ ｔ 当 た り ）

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 該 当

（ 総 務 課 ）

公 告 第 ２ ９ 号
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ

ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体
の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下 「 特
例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274条 の
11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 12日
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長 半 澤 雅 則

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量
脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ） 3 , 8 0 0ｔ

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 元 年 12月 19日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
オ リ ッ ク ス 資 源 循 環 株 式 会 社 埼 玉 県 大 里 郡 寄 居 町 大 字 三 ケ 山 313番 地

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
41 , 8 0 0円 （ １ ｔ 当 た り ）

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 該 当

（ 総 務 課 ）
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め
、
同
表
福
島
県
立
清
陵
情
報
高
等
学
校
の
項
中

情
報
電
子
科

二
四
〇
人

を

情

」

報
電
子
科

二
〇
〇
人

に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
白
河
旭
高
等
学
校
の
項
中
「
五
六
〇
人
」

」

「

経
営
ビ
ジ
ネ

四
〇

ス
科

情
報
マ
ネ
ジ

を
「
五
二
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
修
明
高
等
学
校
の
項
中

四
〇
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メ
ン
ト
科

情
報
ビ
ジ
ネ

八
〇

ス
科

人

「

情
報
ビ
ジ
ネ

人

を

一
二
〇
人

に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校
の
項
中

ス
科

」

人

」

「
六
〇
〇
人
」
を
「
五
六
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
会
津
高
等
学
校
の
項
中
「
七
六
〇
人
」
を

「
七
二
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
葵
高
等
学
校
の
項
中
「
六
八
〇
人
」
を
「
六
四
〇
人
」
に
改

め
、
同
表
福
島
県
立
若
松
商
業
高
等
学
校
の
項
中
「
二
八
〇
人
」
を
「
二
四
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福

島
県
立
喜
多
方
桐
桜
高
等
学
校
の
項
中
「
八
〇
人
」
を
「
四
〇
人
」
に
、
「
四
〇
人
」
を
「
八
〇
人
」

「

「

観
光
ビ
ジ
ネ

に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
猪
苗
代
高
等
学
校
の
項
中

一
二
〇
人

を

ス
科

」

観
光
ビ
ジ
ネ

八
〇
人

に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
西
会
津
高
等
学
校
の
項
中
「
一
六
〇
人
」

ス
科

」

を
「
一
二
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
大
沼
高
等
学
校
の
項
中
「
三
二
〇
人
」
を
「
二
八
〇
人
」

に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
川
口
高
等
学
校
の
項
中
「
一
五
〇
人
」
を
「
一
二
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福

島
県
立
只
見
高
等
学
校
の
項
中
「
二
一
〇
人
」
を
「
一
八
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
磐
城
高
等

学
校
の
項
中
「
八
八
〇
人
」
を
「
八
四
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
磐
城
桜
が
丘
高
等
学
校
の
項

「

機
械
科

電
気
科

電
子
科

土
木
科

情
報
技

中
「
八
〇
〇
人
」
を
「
七
六
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
平
工
業
高
等
学
校
の
項
中

機
械
工

電
気
工

制
御
工

土
木
環

学
科

情
報
工

八
〇
人

八
〇
人

四
〇
人

「

機
械
工
学
科

二
四
〇
人

四
〇
人

電
気
工
学
科

一
六
〇
人

術
科

四
〇
人

制
御
工
学
科

一
二
〇
人

を

に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
勿

学
科

一
六
〇
人

土
木
環
境
工

一
二
〇
人

学
科

一
二
〇
人

学
科

学
科

八
〇
人

情
報
工
学
科

一
二
〇
人

」

境
工

八
〇
人

学
科

八
〇
人

」

来
工
業
高
等
学
校
の
項
中
「
一
六
〇
人
」
を
「
一
二
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
相
馬
高
等
学
校

の
項
中
「
四
〇
〇
人
」
を
「
三
六
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
郡
山
萌
世
高
等
学
校
の
項
中
「
五

〇
〇
人
」
を
「
四
〇
〇
人
」
に
改
め
る
。
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別
表
第
二
福
島
県
立
安
積
高
等
学
校
御
舘
校
の
項
中
「
一
二
〇
人
」
を
「
八
〇
人
」
に
改
め
、
同
表

福
島
県
立
修
明
高
等
学
校
鮫
川
校
の
項
中
「
一
二
〇
人
」
を
「
八
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
相

馬
農
業
高
等
学
校
飯
舘
校
の
項
中
「
四
〇
人
」
を
「
〇
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
校
教
育
課
）

福
島
県
人
事
委
員
会

初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
二
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

齋

藤

記

子

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
学
歴
免
許
欄
」
を
「
学
歴
免
許
等
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
試
験
又
は

職
種
欄
（
試
験
欄
又
は
職
種
欄
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
試
験
又
は
職
種
」
を
「
試
験
欄
の

区
分
又
は
職
種
欄
の
区
分
（
研
究
職
に
あ
つ
て
は
、
職
種
欄
及
び
試
験
欄
の
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
）
及
び

学
歴
免
許
等
欄
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
学
歴
免
許
欄
」
を
「
学
歴
免
許
等
欄
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
及
び
第
二
項
と
し
て
次
の
二
項
を
加
え
る
。

級
別
資
格
基
準
表
の
試
験
欄
の
「
正
規
の
試
験
」
の
区
分
は
次
に
掲
げ
る
職
員
に
適
用
し
、
同
欄

の
「
そ
の
他
」
の
区
分
は
そ
の
他
の
職
員
に
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
同
表
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

正
規
の
試
験
の
結
果
に
基
づ
い
て
職
員
と
な
つ
た
者

二

前
号
に
該
当
し
、
そ
の
後
人
事
交
流
等
に
よ
り
引
き
続
い
て
給
料
表
の
適
用
を
受
け
な
い
地
方

公
務
員
、
国
家
公
務
員
そ
の
他
人
事
委
員
会
の
定
め
る
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
な
り
、
引
き
続
き

そ
れ
ら
の
者
と
し
て
勤
務
し
た
後
、
引
き
続
い
て
職
員
と
な
つ
た
者
及
び
正
規
の
試
験
の
結
果
に

基
づ
い
て
福
島
県
公
営
企
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例

（
昭
和
四
十
一
年
福
島
県
条
例
第
七
十
四
号
）
又
は
福
島
県
立
病
院
事
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職

員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
十
五
年
福
島
県
条
例
第
九
十
九
号
）
の
適
用

を
受
け
る
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
企
業
職
員
」
と
い
う
。
）
と
な
り
、
引
き
続
き
企
業
職

員
と
し
て
勤
務
し
た
後
、
引
き
続
い
て
職
員
と
な
つ
た
者

２

級
別
資
格
基
準
表
（
試
験
欄
の
区
分
の
定
め
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と

な
つ
た
者
の
う
ち
、
そ
の
者
が
有
す
る
知
識
経
験
、
学
歴
免
許
等
の
資
格
等
に
照
ら
し
て
、
正
規
の

試
験
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
試
験
の
結
果
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ

い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
欄
の
「
正
規
の
試
験
」
の
区
分
の
う
ち
当
該
試
験
に
対

応
す
る
区
分
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
級
別
資
格
基
準
表
の
職
種
欄
の
区
分
又
は
試
験

欄
の
区
分
に
対
応
す
る
学
歴
免
許
等
欄
の
最
も
低
い
学
歴
免
許
等
の
区
分
よ
り
も
下
位
の
区
分
に
属

す
る
学
歴
免
許
等
の
資
格
の
み
を
有
す
る
職
員
に
対
す
る
同
表
の
学
歴
免
許
等
欄
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
そ
の
最
も
低
い
学
歴
免
許
等
欄
の
区
分
に
よ
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
前
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
学
歴
免
許
欄
の
学
歴
免
許
等
の
資
格
」
を
「
学
歴
免
許
等
欄
の
区
分
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
学
歴
免
許
欄
」
を
「
学
歴
免
許
等
欄
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
初
任
給
基
準
表
）
」
を
付
し
、
同

条
第
二
項
中
「
試
験
又
は
職
種
欄
の
区
分
」
を
「
職
種
欄
の
区
分
又
は
試
験
欄
の
区
分
（
職
種
欄
の
区

分
及
び
試
験
欄
の
区
分
の
定
め
が
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
）
」
に
、
「
学
歴
免
許

欄
」
を
「
学
歴
免
許
等
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

初
任
給
基
準
表
の
試
験
欄
の
区
分
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
も

の
（
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
級
別
資
格
基

準
表
の
区
分
と
同
一
の
区
分
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
）
と
し
、
初
任
給
基
準
表
の
学
歴
免
許
等
欄
の

区
分
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
に
お
い
て
別
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
学
歴
免
許
等
資
格
区
分
表

に
定
め
る
区
分
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
学
歴
免
許
等
の
資
格
に
よ
る
号
給
の
調
整
）
」
を
付
し
、
同
条
中

「
学
歴
免
許
欄
の
学
歴
免
許
等
の
資
格
（
基
準
学
歴
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
「
学
歴
免
許
等
欄

の
学
歴
免
許
等
の
区
分
」
に
改
め
、
「
（
そ
の
加
え
る
年
数
が
一
年
未
満
で
あ
る
職
員
を
除
く
。
）
」

を
削
り
、
「
そ
の
者
」
を
「
同
表
の
初
任
給
欄
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

初
任
給
基
準
表
の
試
験
欄
の
「
正
規
の
試
験
」
の
区
分
の
適
用
を
受
け
る
者
に
対
す
る
前
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
区
分
に
応
じ
、
「
大
学
卒
程
度
」
に
あ
つ
て
は
「
大
学
卒
」
の
区
分
、

「
短
大
卒
程
度
」
に
あ
つ
て
は
「
短
大
卒
」
の
区
分
、
「
高
校
卒
程
度
」
に
あ
つ
て
は
「
高
校
卒
」

の
区
分
が
同
表
の
学
歴
免
許
等
欄
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

第
十
三
条
の
見
出
し
中
「
に
よ
る
初
任
給
の
調
整
」
を
「
を
有
す
る
者
の
号
給
」
に
改
め
、
同
条
第

一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
（
前
条
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
「
号
給
（
第

三
号
」
を
「
号
給
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
号
給
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
」
に
、
「
経
験
年
数
（
第

三
号
」
を
「
経
験
年
数
（
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
五
号
」
に
、
「
同
号
」
を
「
当
該
各
号
」
に
改
め
、

同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

そ
の
者
の
任
用
の
基
礎
と
な
つ
た
試
験
に
合
格
し
た
時

以
後
の
経
験
年
数
又
は
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
初
任
給
基
準
表
の
試
験
欄
の
「
正
規
の
試
験
」
の

区
分
に
応
じ
、
「
大
学
卒
程
度
」
に
あ
つ
て
は
「
大
学
卒
」
の
区
分
、
「
短
大
卒
程
度
」
に
あ
つ

て
は
「
短
大
卒
」
の
区
分
、
「
高
校
卒
程
度
」
に
あ
つ
て
は
「
高
校
卒
」
の
区
分
に
属
す
る
学
歴

免
許
等
の
資
格
（
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
は
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
る

学
歴
免
許
等
の
資
格
）
を
取
得
し
た
時
以
後
の
経
験
年
数

二

第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

級
別
資
格
基
準
表
（
級
別
資
格
基
準
表
に
定
め
の
な
い
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級
に
あ
つ
て
は
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
も
の
）
に
定
め
る
そ
の
職
務
の
級
に
つ
い
て
の
必
要

経
験
年
数
を
超
え
る
経
験
年
数
（
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
等
で
人
事
委
員
会
の

定
め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
人
事
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
得
ら
れ
る
経
験
年
数
）

三

第
六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

級
別
資
格
基
準
表
（
級
別
資
格
基
準
表
に
定
め

の
な
い
級
に
あ
つ
て
は
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
も
の
）
に
定
め
る
そ
の
職
務
の
級
に
つ
い
て

の
必
要
経
験
年
数
を
超
え
る
経
験
年
数
（
基
準
号
給
が
職
務
の
級
の
最
低
の
号
給
（
初
任
給
基
準

表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
の
最
低
の
号
給
を
除
く
。
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
号
給

で
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
職
務
に
有
用
な
免
許
そ
の
他
の
資
格
（
前
条
第
一
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
適
用
に
際
し
て
用
い
ら
れ
る
学
歴
免
許
等
の
資
格
）
を

取
得
し
た
以
後
の
経
験
年
数
）

四

前
三
号
又
は
次
号
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者

初
任
給
基
準
表
に
お
い
て
別
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
初
任
給
基
準
表
の
適
用
に
際
し
て
用
い
ら
れ
る
そ
の
者
の
学
歴
免
許
等
の
資
格
（
前
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
る
学
歴
免
許
等
の
資
格
）

を
取
得
し
た
と
き
以
後
の
経
験
年
数

五

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者
で
基
準
号
給
が
職
務
の
級
の
最
低
の
号
給

で
あ
る
も
の

級
別
資
格
基
準
表
（
級
別
資
格
基
準
表
に
定
め
の
な
い
級
に
あ
つ
て
は
人
事
委
員

会
が
別
に
定
め
る
も
の
）
に
定
め
る
そ
の
職
務
の
級
に
つ
い
て
必
要
経
験
年
数
を
超
え
る
経
験
年

数
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
五
号
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
下
位
の
区
分
を
適
用
す
る
方
が
有
利
な
場
合
の
号
給
）

第
十
三
条
の
二

前
二
条
の
規
定
に
よ
る
号
給
が
、
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
初
任
給
基
準
表
の
試
験
欄

の
区
分
よ
り
下
位
の
同
欄
の
区
分
（
「
そ
の
他
」
の
区
分
を
含
む
。
）
を
用
い
、
又
は
そ
の
者
の
有

す
る
学
歴
免
許
等
の
資
格
の
う
ち
の
下
位
の
資
格
の
み
を
有
す
る
も
の
と
し
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
適

用
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
号
給
に
達
し
な
い
職
員
に
つ
い
て
は
、
当
該
下
位
の
区
分
を
用
い
、
又
は

当
該
下
位
の
資
格
の
み
を
有
す
る
も
の
と
し
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
号
給

を
も
つ
て
、
そ
の
者
の
号
給
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
四
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
前
条
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
常
勤
の

特
別
職
に
あ
る
職
員
」
を
「
給
料
表
の
適
用
を
受
け
な
い
県
職
員
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
三
条
又
は
第
十
三
条
の
二
」
に
改
め
る
。

別
表
第
九
備
考
以
外
の
部
分
中
「
学
歴
免
許
」
を
「
学
歴
免
許
等
」
に
改
め
、
同
表
備
考
１
及
び
同

表
備
考
２
を
削
り
、
同
表
備
考
３
中
「
県
職
員
採
用
大
学
卒
程
度
の
試
験
」
を
「
福
島
県
職
員
（
大
学

卒
程
度
）
採
用
候
補
者
試
験
、
福
島
県
職
員
（
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
）
採
用
候
補
者
試
験
」
に
、

「
県
職
員
採
用
資
格
免
許
職
の
試
験
」
を
「
福
島
県
職
員
（
資
格
免
許
職
）
採
用
候
補
者
試
験
」
に
、

「
県
職
員
採
用
高
校
卒
程
度
の
試
験
」
を
「
福
島
県
職
員
（
高
校
卒
程
度
）
採
用
候
補
者
試
験
」
に
改

め
、
同
表
備
考
３
を
同
表
備
考
１
と
し
、
同
表
備
考
４
の
表
以
外
の
部
分
中
「
学
歴
免
許
欄
」
を
「
学

歴
免
許
等
欄
」
に
改
め
、
同
表
備
考
４
の
表
学
歴
免
許
の
欄
中
「
学
歴
免
許
」
を
「
学
歴
免
許
等
」
に

改
め
、
同
表
備
考
４
を
同
表
備
考
２
と
し
、
同
表
備
考
５
を
同
表
備
考
３
と
す
る
。

別
表
第
十
備
考
以
外
の
部
分
中
「
学
歴
免
許
」
を
「
学
歴
免
許
等
」
に
改
め
、
同
表
備
考
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

備
考

試
験
欄
の
正
規
の
試
験
の
区
分
に
掲
げ
る
「
大
学
卒
程
度
」
は
、
国
家
公
務
員
採
用
総
合

職
試
験
を
示
し
、
「
高
校
卒
程
度
」
は
、
福
島
県
警
察
官
候
補
者
採
用
試
験
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
警
察
官
採
用
試
験
を
示
す
。

「
別
表
第
十
二
（
第
五
条
関

別
表
第
十
二
備
考
以
外
の
部
分
中
「
別
表
第
十
二
（
第
五
条
関
係
）
」
を

教
育
職
給
料
表
級
別
資

係
）

に
、
「
学
歴
免
許
」
を
「
学
歴
免
許
等
」
に
、
「
及
び
栄
養
教
諭
並
び
に
養
護
教
諭
及
び
講

格
基
準
表
」

師
（
任
用
の
期
限
を
付
さ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
指
導
主
事
」
を
「
、
栄
養
教
諭
、
養
護
教
諭
、

指
導
主
事
」
に
、
「
養
護
教
諭
及
び
講
師
（
任
用
の
期
限
を
付
さ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
助
教

諭
」
を
「
講
師
、
助
教
諭
」
に
改
め
、
同
表
備
考
１
中
「
第
一
号
」
を
「
次
の
一
」
に
、
「
学
歴
免
許

欄
」
を
「
学
歴
免
許
等
欄
」
に
、
「
、
「
大
学
卒
」
を
「
「
大
学
卒
」
に
、
「
第
二
号
」
を
「
次
の
二
」

に
、
「
、
「
短
大
卒
」
を
「
「
短
大
卒
」
に
改
め
、
同
表
備
考
２
中
「
学
歴
免
許
欄
」
を
「
学
歴
免
許

等
欄
」
に
、
「
１
の
四
」
を
「
１
の
五
」
に
改
め
、
同
表
備
考
３
中
「
学
歴
免
許
欄
」
を
「
学
歴
免
許

等
欄
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
十
三
（
第
五
条
関
係
）

研
究
職
給
料
表
級
別
資
格
基
準
表

職
務
の
級

職
種

試
験

一
級

二
級

学
歴
免
許
等

一
般

正
規

大
学
卒
程
度

大
学
卒

一

の
試

験

〇

一

短
大
卒
程
度

短
大
卒

五

〇

五

高
校
卒
程
度

高
校
卒

八

〇

八

そ
の
他

中
学
卒

九

三

十
二
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獣
医
師

修
士
課
程
修
了

一

大
学
六
卒

〇

一

備
考

正
規
の
試
験
の
区
分
に
掲
げ
る
「
大
学
卒
程
度
」
、
「
短
大
卒
程
度
」
及
び
「
高
校
卒
程

度
」
の
区
分
は
、
行
政
職
給
料
表
級
別
資
格
基
準
表
の
備
考
１
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

別
表
第
十
四
及
び
別
表
第
十
五
中
「
学
歴
免
許
」
を
「
学
歴
免
許
等
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
六
備
考
以
外
の
部
分
中
「
学
歴
免
許
」
を
「
学
歴
免
許
等
」
に
改
め
、
同
表
備
考
１
中
「
学

歴
免
許
欄
」
を
「
学
歴
免
許
等
欄
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
九
備
考
８
中
「
備
考
第
一
項
」
を
「
備
考
１
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
十
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
十
（
第
十
一
条
関
係
）

行
政
職
給
料
表
初
任
給
基
準
表

職
種

試
験

学
歴
免
許
等

初
任
給

一
般

正
規

大
学
卒
程
度

一
級
二
十
九
号
給

の
試

験

短
大
卒
程
度

一
級
十
九
号
給

高
校
卒
程
度

一
級
九
号
給

そ
の
他

高
校
卒

一
級
五
号
給

無
線

第
一
級
総
合
無
線
通
信
士

一
級
二
十
九
号
給

従
事

第
一
級
海
上
無
線
通
信
士

者

第
一
級
陸
上
無
線
技
術
士

第
二
級
総
合
無
線
通
信
士

一
級
十
三
号
給

第
二
級
海
上
無
線
通
信
士

第
二
級
陸
上
無
線
技
術
士

第
一
級
陸
上
特
殊
無
線
技
士

航
空
無
線
通
信
士

一
級
九
号
給

第
三
級
総
合
無
線
通
信
士

一
級
五
号
給

第
三
級
海
上
無
線
通
信
士

国
内
電
信
級
陸
上
特
殊
無
線
技
士

第
四
級
海
上
無
線
通
信
士

第
一
級
海
上
特
殊
無
線
技
士

そ
の
他
の
資
格

別
表
第
二
十
備
考
１
を
削
り
、
同
表
備
考
２
中
「
試
験
又
は
職
種
欄
」
を
「
試
験
欄
」
に
、
「
備
考

第
三
項
」
を
「
備
考
１
」
に
改
め
、
同
表
備
考
２
を
同
表
備
考
１
と
し
、
同
表
備
考
３
中
「
試
験
又
は

職
種
欄
」
を
「
職
種
欄
」
に
改
め
、
同
表
備
考
３
を
同
表
備
考
２
と
し
、
同
表
備
考
４
中
「
試
験
又
は

職
種
欄
」
を
「
職
種
欄
」
に
、
「
学
歴
免
許
欄
」
を
「
学
歴
免
許
等
欄
」
に
、
「
備
考
第
四
項
」
を
「
備

考
２
」
に
改
め
、
同
表
備
考
４
を
同
表
備
考
３
と
し
、
同
表
備
考
５
中
「
備
考
第
五
項
」
を
「
備
考
３
」

に
改
め
、
同
表
備
考
５
を
同
表
備
考
４
と
し
、
同
表
備
考
６
を
削
る
。

別
表
第
二
十
一
学
歴
免
許
の
欄
中
「
学
歴
免
許
」
を
「
学
歴
免
許
等
」
に
改
め
、
「
大
学
卒
基
準
」

及
び
「
高
校
卒
基
準
」
を
削
り
、
同
表
備
考
１
を
削
り
、
同
表
備
考
２
中
「
備
考
第
二
項
」
を
「
備
考

１
」
に
改
め
、
同
表
備
考
２
を
同
表
備
考
１
と
し
、
同
表
備
考
３
中
「
県
警
察
官
採
用
試
験
」
を
「
福

島
県
警
察
官
候
補
者
採
用
試
験
」
に
、
「
人
事
委
員
会
が
正
規
の
試
験
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
と
認

め
た
職
務
に
従
事
す
る
」
を
「
選
考
に
よ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
場
合
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
職
を
占
め
る
」
に
改
め
、
同
表
備
考
３
を
同
表
備
考
２
と
し
、
同
表
備
考
４
を
同
表
備
考
３
と
し
、

同
表
備
考
５
を
削
る
。

別
表
第
二
十
三
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
十
三
（
第
十
一
条
関
係
）

教
育
職
給
料
表
初
任
給
基
準
表

職
種

学
歴
免
許
等

初
任
給

教
諭
、
栄
養
教
諭
及
び

博
士
課
程
修
了

二
級
三
十
三
号
給

養
護
教
諭

修
士
課
程
修
了
又
は
専
門
職
学
位
課
程
修
了

二
級
十
七
号
給

大
学
卒

二
級
五
号
給

短
大
卒

一
級
十
五
号
給

講
師
、
助
教
諭
、
養
護

大
学
卒

一
級
二
十
五
号
給

助
教
諭
、
実
習
助
手
及

び
寄
宿
舎
指
導
員

短
大
卒

一
級
十
五
号
給

高
校
卒

一
級
五
号
給

別
表
第
二
十
三
備
考
１
中
「
備
考
第
一
項
第
一
号
」
を
「
備
考
１
の
一
」
に
、
「
学
歴
免
許
欄
」
を

「
学
歴
免
許
等
欄
」
に
、
「
、
「
大
学
卒
」
を
「
「
大
学
卒
」
に
、
「
同
項
第
二
号
」
を
「
同
表
備
考

１
の
二
」
に
、
「
、
「
短
大
卒
」
を
「
「
短
大
卒
」
に
改
め
、
同
表
備
考
２
中
「
備
考
第
二
項
」
を
「
備
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考
２
」
に
、
「
養
護
教
諭
及
び
講
師
（
任
用
の
期
限
を
付
さ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
助
教
諭
」

を
「
講
師
、
助
教
諭
」
に
改
め
、
同
表
備
考
３
中
「
備
考
第
三
項
」
を
「
備
考
３
」
に
、
「
学
歴
免
許

欄
」
を
「
学
歴
免
許
等
欄
」
に
、
「
前
項
」
を
「
備
考
２
」
に
改
め
、
同
表
備
考
４
を
削
る
。

別
表
第
二
十
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
十
四
（
第
十
一
条
関
係
）

研
究
職
給
料
表
初
任
給
基
準
表

職
種

試
験

学
歴
免
許
等

初
任
給

一
般

正
規

大
学
卒
程
度

一
級
二
十
九
号
給

の
試

験

短
大
卒
程
度

一
級
十
九
号
給

高
校
卒
程
度

一
級
九
号
給

そ
の
他

博
士
課
程
修
了

一
級
六
十
一
号
給

修
士
課
程
修
了
又
は
専
門
職
学
位
課
程

一
級
四
十
一
号
給

修
了

大
学
六
卒

高
校
卒

一
級
五
号
給

獣
医
師

修
士
課
程
修
了
又
は
専
門
職
学
位
課
程

一
級
四
十
一
号
給

修
了

大
学
六
卒

備
考

正
規
の
試
験
の
区
分
に
掲
げ
る
「
大
学
卒
程
度
」
、
「
短
大
卒
程
度
」
及
び
「
高
校
卒
程

度
」
の
区
分
は
、
行
政
職
給
料
表
初
任
給
基
準
表
の
備
考
１
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

別
表
第
二
十
五
学
歴
免
許
の
欄
中
「
学
歴
免
許
」
を
「
学
歴
免
許
等
」
に
改
め
、
同
表
備
考
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

備
考

こ
の
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
第
十
三
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
者

の
経
験
年
数
は
、
免
許
取
得
後
の
経
験
年
数
と
す
る
。

別
表
第
二
十
六
学
歴
免
許
の
欄
中
「
学
歴
免
許
」
を
「
学
歴
免
許
等
」
に
改
め
、
同
表
備
考
２
中
「
学

歴
免
許
欄
」
を
「
学
歴
免
許
等
欄
」
に
改
め
、
同
表
備
考
３
を
削
る
。

別
表
第
二
十
七
学
歴
免
許
の
欄
中
「
学
歴
免
許
」
を
「
学
歴
免
許
等
」
に
改
め
、
同
表
備
考
２
中
「
学

歴
免
許
欄
」
を
「
学
歴
免
許
等
欄
」
に
、
「
備
考
第
一
項
」
を
「
備
考
１
」
に
改
め
、
同
表
備
考
５
を

削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
初
任
給
の
経
過
的
特
例
）

２

令
和
二
年
四
月
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
在
職
す
る
職
員
の

う
ち
、
同
日
に
お
い
て
新
た
に
職
員
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
初
任
給
、

昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
初
任
給
の
号
給
に

達
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
任
命
権
者
を
同
じ
く
す
る
他
の
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
そ
の
者

の
適
用
日
に
お
け
る
号
給
等
を
当
該
初
任
給
の
号
給
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
採
用
給
与
課
）

市
町
村
立
学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
二
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

齋

藤

記

子

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

市
町
村
立
学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

市
町
村
立
学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
福
島

県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
別
表
第
三
（
第
四
条
関
係
）

別
表
第
三
中
「
別
表
第
三
（
第
四
条
関
係
）
」
を

高
等
学
校
教
育
職
給
料
表
級
別
資
格
基
準
表
」

に
、
「
学
歴
免
許
」
を
「
学
歴
免
許
等
」
に
、
「
及
び
栄
養
教
諭
並
び
に
養
護
教
諭
及
び
講
師
（
任
用

の
期
限
を
付
さ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
」
を
「
、
栄
養
教
諭
及
び
養
護
教
諭
」
に
、
「
養
護
教
諭
及
び

講
師
（
任
用
の
期
限
を
付
さ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
助
教
諭
」
を
「
講
師
、
助
教
諭
」
に
改
め

る
。

「
別
表
第
四
（
第
四
条
関
係
）

別
表
第
四
中
「
別
表
第
四
（
第
四
条
関
係
）
」
を

小
学
校
・
中
学
校
教
育
職
給
料
表
級
別
資
格

に
、
「
学
歴
免
許
」
を
「
学
歴
免
許
等
」
に
、
「
及
び
栄
養
教
諭
並
び
に
養
護
教
諭
及
び
講

基
準
表
」

師
（
任
用
の
期
限
を
付
さ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
」
を
「
、
栄
養
教
諭
及
び
養
護
教
諭
」
に
、
「
養
護

教
諭
及
び
講
師
（
任
用
の
期
限
を
付
さ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
助
教
諭
」
を
「
講
師
、
助
教
諭
」

に
改
め
る
。

別
表
第
五
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
五
（
第
五
条
関
係
）

高
等
学
校
教
育
職
給
料
表
初
任
給
基
準
表
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職
種

学
歴
免
許
等

初
任
給

教
諭
、
栄
養
教
諭

博
士
課
程
修
了

二
級
三
十
三
号
給

及
び
養
護
教
諭

修
士
課
程
修
了
又
は
専
門
職
学
位
課
程
修
了

二
級
十
七
号
給

大
学
卒

二
級
五
号
給

短
大
卒

一
級
十
五
号
給

講
師
、
助
教
諭
、

大
学
卒

一
級
二
十
五
号
給

養
護
助
教
諭
及
び

寄
宿
舎
指
導
員

短
大
卒

一
級
十
五
号
給

高
校
卒

一
級
五
号
給

別
表
第
六
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
六
（
第
五
条
関
係
）

小
学
校
・
中
学
校
教
育
職
給
料
表
初
任
給
基
準
表

職
種

学
歴
免
許
等

初
任
給

教
諭
、
栄
養
教
諭

博
士
課
程
修
了

二
級
四
十
五
号
給

及
び
養
護
教
諭

修
士
課
程
修
了
又
は
専
門
職
学
位
課
程
修
了

二
級
二
十
九
号
給

大
学
卒

二
級
十
七
号
給

短
大
卒

二
級
七
号
給

講
師
、
助
教
諭
及

大
学
卒

一
級
二
十
五
号
給

び
養
護
助
教
諭

短
大
卒

一
級
十
五
号
給

高
校
卒

一
級
五
号
給

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
初
任
給
の
経
過
的
特
例
）

２

令
和
二
年
四
月
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
在
職
す
る
職
員
の

う
ち
、
同
日
に
お
い
て
新
た
に
職
員
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
市
町
村
立

学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
得
ら

れ
る
初
任
給
の
号
給
に
達
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
任
命
権
者
を
同
じ
く
す
る
他
の
職
員
と
の
均

衡
を
考
慮
し
て
そ
の
者
の
適
用
日
に
お
け
る
号
給
等
を
当
該
初
任
給
の
号
給
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
採
用
給
与
課
）

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
二
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

齋

藤

記

子

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
八
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
五
号
中
「
第
二
十
六
条
の
六
第
七
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二

十
六
条
の
六
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
八
号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
八
号
と
す
る
。

第
二
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
六
月
間
」
と
あ
る
の
は
「
一
月
間
」
と
、
「
九
十
日
」
と
あ
る
の
は
「
十
五
日
」
と
、
「
条

件
付
採
用
の
期
間
の
開
始
後
一
年
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
職
員
の
任
期
」
と
す
る
。

第
二
十
六
条
中
「
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
」
を
「
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
欠
員
を
生
じ
た

場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
」

に
、
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
に
、
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
人

事
委
員
会
の
」
を
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
臨
時
的
任
用
を
行
お
う
と
す
る
と
き

は
、
そ
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
中
「
期
間
は
」
の
下
に
「
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
」
を
加
え
、
「
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
人
事
委
員
会
の
」
を
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
前
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
臨
時
的
任
用
の

期
間
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
そ
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
を
削
り
、
第
二
十
九
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
採
用
給
与
課
）

福
島
県
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号
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職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
細
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
二
月
十
二
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

齋

藤

記

子

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
細
則

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
福
島
県
人
事
委
員
会
告
示
第
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
次
の
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
臨
時
的
任
用
等
の
承
認
請
求
）

第
七
条

規
則
第
二
十
六
条
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
臨
時
的
任
用
並
び
に
規
則
第
二
十
七

条
の
規
定
に
よ
る
期
間
更
新
の
承
認
の
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
人
事
委
員
会
に
提
出
し
て
行

う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
期
間
の
更
新
に
あ
つ
て
は
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
書
類
の
提
出
は
、

要
し
な
い
。

一

臨
時
的
任
用
（
期
間
更
新
）
承
認
請
求
書
（
様
式
第
六
号
）

二

履
歴
書

三

資
格
、
免
許
等
を
必
要
と
す
る
職
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
証
明
す
る
書
類

（
臨
時
的
任
用
の
報
告
）

第
八
条

規
則
第
二
十
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
臨
時
的
任
用
を
行
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
次
に

掲
げ
る
書
類
を
人
事
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

臨
時
的
任
用
報
告
書
（
様
式
第
七
号
）

二

履
歴
書

三

資
格
、
免
許
等
を
必
要
と
す
る
職
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
証
明
す
る
書
類

様
式
第
五
号
（
そ
の
二
）
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。
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令
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一
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か
ら
施
行
す
る
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